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第１回
10/2

健康社会学とは何か

健康社会学的創造力

【授業の一般目標】
健康社会学の定義とその中心概念（健康、生活、人生、愛、
夢、ヘルスプロモーション等）について基本的な意味を学ぶ。
健康社会学的創造力は「社会的なもの」と「個人的なもの」と
の関係を考察する力を生み出す。この力を養うために、私的な
方法（自己発見に関わる問題）と公的な方法（社会発見に関わ
る問題）を学ぶ。
　
【行動目標（SBOs)】
・「主体性：アイデンティティ」、「関係性：ソーシャルネッ
トワーク」というキーワードから「私」社会学のきっかけを見
出す。
　
【準備学習項目・時間】
健康社会学の中心概念について各自の考えをまとめておく。(30
分）　　　　　　　　　　　【アクティブラーニングの有無】
　有り（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡

・ヘルスプロモーションのすすめ　　島内憲夫・助友裕子　著　　垣内出版
・健康社会学講義ノート　島内憲夫・鈴木美奈子　著　順天堂大学

・ヘルスプロモーション―WHO:バンコク憲章　島内憲夫・鈴木美奈子　著
・社会学　アンソニー・ギデンス著　而立書房　　その他 講義中に紹介する

　定期試験、レポート、授業態度などにより総合的に評価する

将来、保健医療従事者を志すにあたり、健康社会学を通して「健康の多様性」についての理解を深
め、患者一人一人に誠実に向き合える人材になれるよう、人間性を高めてほしい。
授業時間の前後に質問がある場合は対応します。

　　　科目名　「 健康社会学　」

科目責任者

長岡　知

長岡　知

健康社会学の目的は、人々の健康を支えている現実を人生、愛、夢そして生活の場である、街、地
域社会、職場、学校、家族、保健医療施設等との関係において理解した上で、その健康を創造する
知識と技術（ヘルスプロモーション）を社会学的視点から明らかにしてゆくところにある。
健康社会学は、行動科学・心理学・保健学・文化人類学など様々な専門分野の知識を統合し、人間
のライフ＝life（生命・生活・人生）を包括的に捉えていく考え方にその特徴がある。ヘルスプロ
モーションを理解することをねらいとし、現代社会で起こっている身近な出来事や社会問題をク
ローズアップし、グループディスカッションを行い、またこのディスカッションを通じ健康社会学
的創造力を養い、さらには「自己（自分）」と「他者（社会）」について深く考察することで「自
分らしさ」を育てる機会にする。



第２回
10/9

健康とは何か

主観的健康観と
　健康の多様性

【授業の一般目標】
健康の考え方は、家族地位、その人の役割、そしてライフコー
スによって変化していくことを学ぶ。また主観的健康観の意味
を考察し、一般の人々の健康に対する考え方が、日常生活や長
い人生の中で生じるさまざまな出来事を体験することから生ま
れていることに気付き、「Health is a social idea」の意味を
理解する。
　
【行動目標（SBOs)】
・学生自身の考えを提示してもらい「健康の本質」に考察す
る。
・主観的健康観について説明できる。
・「病気を治す」から「健康をつくる」という健康創造につい
て説明できる。
　
【準備学習項目・時間】
「健康とは何か？」自分の考えをまとめておく。(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡

第３回
10/16

健康の社会化と
　　健康的少集団

　健康行動

【授業の一般目標】
人々が健康に関わる知識態、態度、行動様式を獲得する過程
（健康の社会化）を理解する。またその社会化の担い手である
健康的小集団について理解する。
健康行動を支える理論やモデルについて理解し、健康行動を促
進する方法について学習する。
　
【行動目標（SBOs)】
・健康の社会化について説明できる。
・健康行動と健康（保健）欲求が説明できる。
　
【準備学習項目・時間】
各自で行っている「健康づくり」について話題をあげておく。
(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡

第４回
10/23

ヘルスプロモーション

【授業の一般目標】
WHO〈世界保健機構）が提唱したヘルスプロモーションの定義、
ヘルスプロモーションの原理、ヘルスプロモーションの５つの
活動について学ぶ。
　
【行動目標（SBOs)】
・ヘルスプロモーションの定義が説明できる。
・図解ヘルスプロモーションが説明できる。
　
【準備学習項目・時間】
ヘルスプロモーションという言葉を調べておく。(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習
【学習方略（LS)】講義

長岡

第５回
10/30

健康なまちづくり

【授業の一般目標】
WHO〈世界保健機構）が提唱したヘルシー・シティーズ・プロ
ジェクトをもとに、健康なまちづくりについて考える。
　
【行動目標（SBOs)】
・健康なまちの定義が説明できる。
・健康なまちづくりの基本施策を列挙し説明できる。
【準備学習項目・時間】
自分の住んでいるまちの便り（市政だより）を持ってくる。(30
分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習
【学習方略（LS)】講義

長岡



第６回
11/6

健康な病院づくり

【授業の一般目標】
病院におけるヘルスプロモーションの５原則を学習し、健康な
病院づくりについて考える。
　
【行動目標（SBOs)】
・健康な病院づくりの施策（医療制度）や、その環境づくり
（ハード面・ソフト面）について説明できる。
・「医療従事者としてのあるべき姿」として、医療従事者の役
割、患者に接する態度、患者のQOL(生命・生活・人生の質)につ
いて自分の意見を持つ。
【準備学習項目・時間】
健康な病院とはどんな病院か考えてくる。(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習
【学習方略（LS)】講義

長岡

第７回
11/13

健康づくりをめざした
リーダーシップ

【授業の一般目標】
地域の健康づくりは、地域組織活動を通して展開される。その
活動を支えているのがリーダーシップである。健康にかかわる
リーダーシップのあり方について考える。
　
【行動目標（SBOs)】
・映画「パッチアダムス」を鑑賞し、医療人としてのあるべき
姿、健康にかかわるリーダーシップ、健康な病院づくりについ
て自分の考え方や意見を持つ。
　
【準備学習項目・時間】なし
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習
【学習方略（LS)】DVD鑑賞・レポート作成

長岡

第８回
11/20

健康な家庭づくり

【授業の一般目標】
家族の定義、家族の機能、家族のストレスについて理解し、家
族の健康づくりについて考える。
　
【行動目標（SBOs)】
家族のライフサイクルの中で生じる健康問題を説明できる。
家族の機能が説明できる
【準備学習項目・時間】
各自の体験として「家族に与えられているもの・与えているも
の」を考えてくる。(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡

第９回
11/27

健康な学校づくり

【授業の一般目標】
ヘルスプロモーションの視点から健康な学校づくりの方法につ
いて理解する。
　
【行動目標（SBOs)】
・健康な学校づくりを支える5つの活動について説明できる。
　
【準備学習項目・時間】
小・中・高校において思い出に残る体験、経験を話題としてあ
げておく。(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習
【学習方略（LS)】講義

長岡



第１０回
12/4

健康な職場づくり

【授業の一般目標】
労働と健康、職場のメンタルヘルス、職場のヘルスプロモー
ションについて学習し、職場の健康づくりの方法について理解
する。
　
【行動目標（SBOs)】
・職場における健康問題が列挙できる。
・「ストレス」「ストレスコーピング」について説明できる。
　
【準備学習項目・時間】
各自がどんな時にストレスを感じるか、話題としてあげてお
く。　(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習
【学習方略（LS)】講義

長岡

第１１回
12/11 　生涯健康学習

【授業の一般目標】
生涯健康学習の意義と方法について学習する。
　
【行動目標（SBOs)】
・生涯健康学習について説明できる。
・乳幼児期、少年期、青年期、成人期、老年期におけるそれぞ
れの健　康課題を挙げ説明できる。
　
【準備学習項目・時間】
乳幼児期、少年期、青年期、成人期、老年期の健康課題を考え
てくる。(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡

第１２回
12/18

医療社会学①
　「生と死」

【授業の一般目標】
あなたはどの様な死を望みますか？現代社会の「死」の現状を
知り「死生観」について語り合う。最終的に「死の教育」の意
味を考える。
　
【行動目標（SBOs)】
・現代社会の「死」の現状知る。
・「死生観」について自分の考えや意見について言える。
・「死の教育」の意味を自分なりの言葉で言える。
　
【準備学習項目・時間】
「死」に対するイメージや「死の教育」ついて考えてくる。(30
分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り　（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡

第１３回
1/8

医療社会学②
「現代の医療問題」

【授業の一般目標】
終末医療（ターミナルケア）、ガン告知、尊厳死、安楽死、臓
器移植、インフォームドコンセント、ホスピスなど、現代医療
における様々な問題について考える。
　
【行動目標（SBOs)】
・それぞれのキーワードについて説明できる。
・またそれらのキーワードに対し自分の意見が言える。
　
【準備学習項目・時間】
身近で起きた医療の問題について話題を挙げておく。(30分）
【アクティブラーニングの有無】
　有り（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡



第１４回
1/15

ハピネス・ファクター
探しのすすめ

【授業の一般目標】
健康づくりのアプローチとして「リスク・ファクター（危険因
子）探し」のみならず「ハピネス・ファクター〈幸福因子〉探
し」を積極的に活用した支援へとシフトすることが求められて
いる。「リスク・ファクター探し」から「ハピネス・ファク
ター探し」へシフトすることの意義を考える。愛と夢がキー
ワードである。
　
【行動目標（SBOs)】
・ヘルスプロモーションの考えをもとに「健康をつくる」「ハ
ピネスネス・ファクター探し」の意義が説明できる。
　
【準備学習項目・時間】
日常生活で「幸せ」を感じたことを話題として挙げておく。
「健康」と「愛」「夢」との関係について考察しておく。(30
分）　【アクティブラーニングの有無】
　有り（ペア学習・グループ学習）
【学習方略（LS)】講義

長岡

第１５回
1/22

健康社会学のまとめ

【授業の一般目標】
全講義の内容を振り返り、健康社会学のまとめをする。

【行動目標（SBOs)】
・健康社会学の講義を通して学んだことを整理する。
　
【準備学習項目・時間】
シラバスの内容を復習しておく。(30分）
　アクティブラーニングの有無】
　なし
【学習方略（LS)】講義

長岡
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